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１ はじめに  

 日本の戸建住宅の維持保全・継承には２つの異

なる課題がある。ひとつは、郊外戸建住宅団地の

空き家問題、そしてもう一つは、歴史的・文化的

に価値のある住宅の継承問題である。 

郊外戸建住宅団地については、子世代の人口減

少と交通の便の良い場所への移住傾向から、その

立地条件や敷地条件によって、次世代への継承が

難しくなっている。歴史的・文化的に価値のある

住宅については、相続税や維持管理がネックとな

り、上物である建物は壊され土地のみが不動産価

値のあるものとして売買されている。 

10年ほど前から調査を行っているロサンゼル

ス郊外の戸建住宅地 Mar Vista Tract（以降、マ

ー・ヴィスタと省略）は、52戸の建売住宅が良好

に維持保全されながら住み継がれている。同時に

建築家グレゴリー・エイン（Gregory Ain）設計

による住宅として不動産価値が大きく上がって

いる。 

本論は2004年の初調査から10年が経過したマ

ー・ヴィスタの現状について報告するものである。 

 

２．調査概要 

調査日程：2015年8月9日～21日 

調査方法： 

1) ヒアリング・訪問調査 

・新規居住者 

3542 Meier St., 3501 Meier St 

3521 Moore St.，3527 Moore St., 3553 Moore St. 

・前回から継続して住んでいる居住者 

3557 Meier St. 

2) データ資料調査 

ロサンゼルス市のＺＩＭＡＳ（Zone Info & Map 

Access System http://zimas.lacity.org/）を

使用し、不動産動向、延床面積、敷地面積、移住

年月日を調べた。 

図１ ＺＩＭＡＳ画面とデータ部の拡大（右） 

 

３．調査結果 

前回の調査（2004年）以降、17件の新規居住者が

あり、内５件（内1件借家）の住宅と、前回改修

中だった１件を見学することができた。 

図１マー・ヴィスタの増築（■部分）（2004年調査）
と新規居住住戸17件（ ）、訪問調査住戸6件（□） 
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